
 

特 記 仕 様 書 

 

  本工事箇所の既設設備状況及び施工範囲、現地での施工可能時期については、以下の 

 とおりである。 

 

  １．既設設備状況及び施工範囲（内容） 

     本工事箇所の既設設備の状況は、筐体が再利用できる状況にあることから 

    そのまま残置し、その内部に収められた電気機器の交換（更新）が施工範囲 

    （内容）である。 

 

  ２．現地での施工可能時期 

     「霞ヶ浦会館」現地での施工が可能となる時期は、令和８年３月１日以降とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


